
トリパミド１５ｍｇ錠

溶出試験：本品１個をとり，試験液に崩壊試験法の第１液９００ｍＬを用い，溶出試験法
第２法により毎分５０回転で試験を行う．溶出試験開始４５分後，溶出液２０ｍＬ以上
をとり，孔径０．８μｍ以下のメンブランフィルターでろ過する．初めのろ液１０ｍＬ
を除き，次のろ液を試料溶液とする．別にトリパミド標準品（別途乾燥減量（１ｇ，１
０５℃，３時間）を測定しておく）約０．０３ｇを精密に量り，メタノールに溶かし，
正確に２０ｍＬとする．この液１ｍＬを正確に量り，崩壊試験法の第１液を加えて正確
に１００ｍＬとし，標準溶液とする．試料溶液及び標準溶液につき，吸光度測定法によ
り試験を行い，波長２４３ｎｍにおける吸光度Ａ 及びＡ を測定する．Ｔ Ｓ

本品の４５分間の溶出率が７０％以上のときは適合とする．

トリパミド（Ｃ Ｈ ＣｌＮ Ｏ Ｓ）の表示量に対する溶出率（％）１６ ２０ ３ ３

Ａ １Ｔ

＝ Ｗ × × × ４５Ｓ

Ａ ＣＳ

Ｗ ：乾燥物に換算したトリパミド標準品の量（ｍｇ）Ｓ

Ｃ：１錠中のトリパミド（Ｃ Ｈ ＣｌＮ Ｏ Ｓ）の表示量（ｍｇ）１６ ２０ ３ ３

トリパミド標準品：日本薬局方外医薬品規格「トリパミド ．ただし，乾燥したものを定」
量するとき，トリパミド（Ｃ Ｈ ＣｌＮ Ｏ Ｓ）９９．０％以上を含むもの．１６ ２０ ３ ３


